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令和７年度  学校関係者評価報告書 
 

 大阪市立 姫島幼稚園 学校協議会 

１ 総括についての評価 

 

 

 

 

 

２ 年度目標（全市共通・学校園）ごとの評価 
 

年度目標：安全・安心な教育の推進 

〇令和７年度の本園アンケート調査で、「幼稚園は安全に関する教育ができているか」の

項目について、「そう思う、だいたいそう思う」と回答する保護者の割合を、全学年で、

９０％以上にする。 

〇令和７年度の本園アンケート調査で、「一人一人の個性を大切にし、意欲や自信を持た

せる教育活動が実践されていると思われますか」の項目について、「そう思う、だいた

いそう思う」と回答する保護者の割合を９０％以上にする。 

〇達成状況の評価に関しては妥当である。 

・西淀川警察署や大阪府警本部生活安全指導班、西淀川消防署と連携し、防犯指導や消火訓練を

保護者参加型で実施したことで、安全に対する意識向上につながった。 

・年間を通して学期に１回以上子どもの実態や支援方法について共通理解を図り、全教職員で子

どもを見るようにしたことで、子どもの安心につながった。研修も積極的に参加したことで、

療育施設や地域支援との連携や情報交換につながり、保育に活かすことができた。 

年度目標：未来を切り拓くための学力・体力の向上 

〇令和７年度の本園アンケート調査で、「幼稚園は遊びを中心に実体験を大切にした教育

活動に取り組んでいると思われますか」の項目について、「そう思う、だいたいそう思

う」と回答する保護者の割合を、全学年で、９０％以上にする。 

〇令和７年度の本園アンケート調査で、「幼稚園は、幼児期のおわりまでに育ってほしい

１０の姿を大切にした教育活動に取り組んでいると思われますか」の項目について、「そ

う思う、だいたいそう思う」と回答する保護者の割合を９０％以上にする。 

〇令和７年度の本園アンケート調査で、「幼稚園は健康に関する指導に努めていると思わ

れますか」の項目について、「そう思う、だいたいそう思う」と回答する保護者の割合

を、全学年で９０％以上にする。 

〇達成状況の評価に関しては妥当である。 

・子どもの実態から、虫に触れることができる環境など、学期に１回以上興味に合わせて整えた

ことで、子どもの遊びが継続し、喜んで遊ぶ姿につながった。 

・園内研修会を１・２学期に１回ずつ、３学期に２回実施し、年間計画通り取り組むことができ

た。中間目標に向け保護者にも 10 の姿を伝えてきたことで、理解が深まってきたように思う。 

・年間計画通り１０回、健康に関する指導を実施し HP で内容を啓発することができた。生命の安

全教育は保護者向け保健指導を行った。重要性を伝え家庭でも実践したいと意見をいただいた。 

 本年度の総括についての評価は妥当である。 

 保護者アンケートにおいて各項目とも高評価であった。本年度の園運営の取組から園の実態や

環境を踏まえ、できることを丁寧に計画、実行し、教職員で連携を図りながら保育をすすめてき

たことが分かった。今年度の課題を振り返り、今後も小学校、地域との連携、協力を大切にしな

がら、次年度の教育活動の充実に向けて取組を考えてほしい。 
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年度目標：学びを支える教育環境の充実 

○令和７年度の本園アンケート調査で、「幼稚園は、教職員の連携を深め、幼児の育ちを

大切にした環境を整えていると思われますか」の項目について、「そう思う、だいたい

そう思う」と回答する保護者の割合を、全学年で９０％以上にする。 

〇令和７年度の本園アンケート調査で、「お子さまは、幼稚園に入園して絵本にふれる経

験が増えたと思われますか」の項目について、「そう思う、だいたいそう思う」と回答

する保護者の割合を、全学年で９０％以上にする。 

〇令和７年度の本園アンケート調査で、「幼稚園は、園の教育内容や取組について保護者

や地域、近隣の学校などへ情報発信をしていると思われますか」の項目について、「そ

う思う、だいたいそう思う」と回答する保護者の割合を、全学年で９０％以上にする 

〇達成状況の評価に関しては妥当である。 

・月１回以上、教職員で保育準備や環境整備を行い、その様子をホームページで啓発した。働き

方改革プラン時間外勤務時間を基準２（45 時間を超える月を１年間６月まで）も全教職員達成

することができた。 

・行事の中にふれあい絵本タイムの時間を設けた。紙芝居や大型絵本も取り入れることで、絵本

貸出では見ることのできない物語に親しみ、保護者と絵本をゆったりと楽しむ時間になった。 

・学期に２回以上、地域や近隣学校との交流活動を実施した。地域の方や区のキャラクターとの

交流は、地域や人への親しみにつながった。年間を通して小学校との交流が、小学生への憧れ

の気持ちや就学への期待に高まり、スムーズな就学につながる。次年度も連携を深めていく。 

 

３ 今後の学校園の運営についての意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○絵本貸出の期間延長や、行事の中に読み聞かせの時間を設けるなどの工夫がなされていること

がよくわかった。この活動が読書習慣につながっていくと思う。  

〇ホームページやポスター啓発など、様々な取組をされていることから、是非とも園児獲得につ

ながってほしいと願う。 

〇小学校との連携はとてもよいことである。距離も近く交流ももちやすいことから、継続して交

流を深めていけばよいと思う。 

○園運営に関して丁寧な計画、実行がされていると感じる。このことからも保護者の評価につな

がっているように思う。今年度の課題は、次年度に活かしていくと良い。 


